
議
員
提
出
第
二
十
七
号
議
案

地
方
の
社
会
資
本
の
早
期
整
備
を
求
め
る
意
見
書

わ
が
国
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
は
、
戦
後
の
復
興
と
経
済
成
長
を
目
指
し
、
効
率
性
や
採
算
性
の
観
点

か
ら
、
需
要
の
大
き
い
都
市
部
を
優
先
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
結
果
、
地
方
の
多
く
で
は
整
備
が
大
幅
に
遅

れ
、
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
（
基
本
方
針
）
」
に
お
い
て
は
、
投
資
効
果
の
高
い
大
都
市

圏
の
社
会
資
本
に
重
点
投
資
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
都
市
部
と
地
方
の
格
差
が
更
に
広
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
で
は
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
資
本
整
備
は
著
し
く
遅
れ
て
お
り
、
今
後
、

企
業
立
地
や
観
光
振
興
、
農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
、
県
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
更
に
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
や
救
急
医
療
の
観
点
か
ら
も
、
道
路
を
は
じ
め
、
河
川
、
港
湾
と
い
っ
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
、
地
方
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
地
方
に
と
っ
て
必
要
な
社
会
資
本
整
備
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
国
土
政
策
に
よ
っ
て
地
方
が
被
っ
て
き
た
不
公
平
を
是
正
し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
た
う
え
で
、
財
源
配
分
も
含
め
て
制
度
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
今
後
、
地
方
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
社
会
資
本
の
整
備
が

こ
れ
以
上
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
は
責
任
を
持
っ
て
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
整
備
の
遅
れ
た
地
域

に
優
先
的
に
配
分
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日
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